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問題用紙

文
の
組
み
立
て
①

主
語
・
述
語
（
主
述
）
の
関
係

次
の
各
文

の

線
部
か
ら
、
主
語
と
述
語
を
一
つ
ず
つ

選
び
な
さ
い
。

①

ア
彼
こ
そ
が
イ
ま
さ
に
ウ
ヒ
ー
ロ
ー
だ
。

主
語
（

）
述
語
（

）

②

ア
こ
の
イ
駅
に
は
ウ
特
急
も
エ
止
ま
る
。

主
語
（

）
述
語
（

）

③

ア
毎
日
イ
よ
く
ウ
働
く
ね
、
エ
き
み
は
。

主
語
（

）
述
語
（

）

④

ア
風
の
イ
音
さ
え
ウ
全
く
エ
聞
こ
え
な
い
。

主
語
（

）
述
語
（

）

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

次
の
各
文
の

線
部
が
か
か
る
一
文
節
を
書
き
出
し
な
さ
い
。

①

小
さ
な
花
が
、
ひ
っ
そ
り
と
庭
の
片
隅
に

咲
い
た
。

②

毎
日
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
体
力
が
向

上
す
る
だ
ろ
う
。

③

あ
の
な
つ
か
し
い
小
川
は
、
埋
め
立
て
ら

れ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
も
う
見
ら
れ
な
い
。

④

た
と
え
彼
が
行
か
な
く
て
も
、
僕
は
富ふ

士じ

山さ
ん

に
登
る
夢
を
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
。

並
立
の
関
係

次
の
各
文
の

線
部
か

ら
、
並
立
の
関
係
に
あ
る
文
節
を
二
つ
ず
つ
選

び
な
さ
い
。

①

ア
彼
は
イ
明
る
く
ウ
素
直
な
エ
少
年
だ
。

（

）・（

）

3 2 1

②

ア
私
は
イ
犬
と
ウ
猫
を
エ
飼
っ
て
オ
い
る
。

（

）・（

）

③

ア
冬
の
イ
海
辺
は
ウ
静
か
で
エ
さ
び
し
い
。

（

）・（

）

補
助
の
関
係
〈
例
〉に
な
ら
い
、
次
の
各
文

中
で
補
助
の
関
係
に
あ
る
文
節
二
つ
に
、

線
を
引
き
な
さ
い
。

〈
例
〉
森
の
中
で
虫
が
鳴
い
て
い
る
。

①

父
が
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。

②

行
き
先
が
書
い
て
あ
る
紙
を
持
つ
。

接
続
語（
接
続
の
関
係
）
次
の
各
文
の

に
合
う
接
続
語
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び

な
さ
い
。

①

そ
の
ス
ー
パ
ー
は
、
家
か
ら
遠
い
。

安
い
の
で
よ
く
行
く
。

（

）

②

私
は
大
急
ぎ
で
駅
に
向
か
っ
た
。

電

車
に
乗
り
遅
れ
な
か
っ
た
。

（

）

③

僕
は
ス
ペ
イ
ン
へ
行
き
た
い
。

建
築

物
に
興
味
が
あ
る
か
ら
だ
。

（

）

④

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま
す
か
。

紅
茶
を

飲
み
ま
す
か
。

（

）

ア

な
ぜ
な
ら
　
イ

そ
れ
と
も

ウ

け
れ
ど
も
　
エ

だ
か
ら
　
オ

さ
て

独
立
語

次
の
各
文
か
ら
、
独
立
語
を
一
つ

ず
つ
書
き
出
し
な
さ
い
。

①

う
ん
、
君
の
言
う
と
お
り
だ
。

②

み
な
さ
ん
、
私
が
司
会
の
山
本
で
す
。
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主
語
・
述
語
（
主
述
）
の
関
係
は
、
文
の
骨
組
み
に
あ
た
る
。

「
何
（
だ
れ
）
が
」
に
あ
た
る
の
が
主
語
。
①
の
よ
う
に
「
こ

そ
」
が
入
っ
た
り
、
④
の
よ
う
に
「
が
」
の
代
わ
り
に
「
さ
え
」

と
な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
。

②
「
止
ま
る
」
と
い
う
述
語
の
動
作
を
す
る
の
は
何
か
を
考

え
る
。

③
は
語
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
（
倒
置
）、
述
語
が
先
に
来
て

い
る
。

①
「
ひ
っ
そ
り
と
」
は
ど
の
よ
う
に
「
咲
い
た
」
の
か
を
、

②
「
毎
日
」
は
い
つ
「
す
れ
ば
」
な
の
か
を
表
し
て
い
る
。

③
「
あ
の
」
は
、「
小
川
は
」
を
修
飾
し
て
、
ど
の
「
小
川
」

か
を
示
し
て
い
る
。

④
「
た
と
え
」
は
、
被
修
飾
語
に
必
ず
「
…
…
て
も
（
で

も
）」
と
い
う
言
葉
が
き
て
、
仮
定
の
意
味
を
表
す
。

並
立
の
関
係
と
は
、
二
つ
以
上
の
文
節
が
対
等
に
並
ぶ
関
係

を
い
う
。

補
助
の
関
係
は
、
下
の
文
節
が
す
ぐ
上
の
文
節
に
補
助
的
な

意
味
を
添
え
る
関
係
。
①
の
「
く
れ
る
」
は
、
相
手
が
自
分
に

対
し
て
何
か
を
す
る
と
い
う
意
味
を
添
え
る
補
助
動
詞
。

の
前
後
の
内
容
を
見
て
そ
の
つ
な
が
り
に
ふ
さ
わ
し
い

接
続
語
を
選
ぶ
。

①
は
逆
接
、
②
は
順
接
、
④
は
選
択
の
接
続
語
が
入
る
。

③
は
前
の
文
の
理
由
を
あ
と
の
文
で
説
明
し
て
い
る
。

他
の
文
節
と
直
接
の
つ
な
が
り
が
な
い
文
節
を
「
独
立
語
」

と
い
う
。
①
は
応
答
、
②
は
呼
び
か
け
。
感
動
し
た
と
き
の

「
あ
あ
」や
、「
お
は
よ
う
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
も
独
立
語
で
あ
る
。

6 5 4 3 2 1
解
説

解
答
 ①

主
語
　
ア

述
語
　
ウ

②

主
語
　
ウ

述
語
　
エ

③

主
語
　
エ

述
語
　
ウ

④

主
語
　
イ

述
語
　
エ

①

咲
い
た

②

す
れ
ば

③

小
川
は

④

行
か
な
く
て
も

①

イ
・
ウ

②

イ
・
ウ

③

ウ
・
エ

①

振
っ
て
　
く
れ
た

②

書
い
て
　
あ
る

①

ウ

②

エ

③

ア

④

イ

①

う
ん

②

み
な
さ
ん
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文
の
組
み
立
て
①

2


